
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■天塩町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：19人）

○

【教科全体の状況】

児童質問紙

○

○

○

教　　　科

学校質問紙

全ての学校が、「全国学力・学習状況調査の分析
結果について、学校全体で教育活動を改善するた
めに活用した」「保護者に対して児童の家庭学習を
促すような働きかけを行った」と回答している。

【分析】
国語Ａでは、全ての領域、Ｂでは、「話すこと・聞くこ
と」で全国を上回っている。

○ 算数Ａ・Ｂでは、全ての領域で全国を上回ってい
る。

○ 理科では、全ての領域で全国を上回っている。

保護者と連携を図った家庭学習の充実◎
◎
◎ 教職員の資質向上に向けた、小・中・高の教職員による町教育研究協議会の充実及び各種研修会等への参加の支援

各学校における長期休業期間及び放課後の補充的な学習サポートの充実を図る「学習サポート教室」の実施

「学力・学習状況調査研究所」による、全国学力・学習状況調査結果の分析に基づいた検証改善サイクルの確立◎
【天塩町の学力向上策】

 　 【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいた」と回答した児童の割合が、
全国を上回っている。

全ての学校で、全国学力・学習状況調査の分
析結果に基づき、組織的・計画的に教育活動
の改善を行うとともに、家庭と連携した学習習
慣を定着させる取組を充実したことにより、国
語の５つの領域と算数、理科の全ての領域で
全国を上回る成果につながったと考えられ
る。

○

授業において、児童の興味や関心を高めた
り、児童が課題意識をもって学習に取り組ん
だりするための指導方法の工夫を行ったこと
により、課題解決能力が育成され、学力の向
上につながっていると考えられる。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

 

授業において、生徒の興味や関心を高めた
り、生徒が課題意識をもって学習に取り組ん
だりするための指導方法の工夫を行ったこと
により、課題解決能力が育成され、学力の向
上につながったと考えられる。

教職員が校内外の研修や研究会に参加し、その
成果を教育活動に積極的に反映させている。

○

 【学校質問紙調査】

数学Ａでは、「資料の活用」、Ｂでは、「図形」で全
国に最も近くなっている。

 　　 【生徒質問紙調査】

◎
◎
◎

学校質問紙

【天塩町の学力向上策】
「学力・学習状況調査研究所」による、全国学力・学習状況調査結果の分析に基づいた検証改善サイクルの確立◎

各学校における長期休業期間及び放課後の補充的な学習サポートの充実を図る「学習サポート教室」の実施
教職員の資質向上に向けた、小・中・高の教職員による町教育研究協議会の充実及び各種研修会等への参加の支援

保護者と連携を図った家庭学習の充実

校内研修はもとより、小・中・高の教職員によ
る町教育研究協議会などによる研修機会を
充実したことにより、教職員の指導力が育成
され、授業改善につながったと考えられる。

■天塩町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：24人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○

○

○

教　　　科

○

「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいた」と回答した生徒の割合が、
全国を上回っている。

国語Ｂでは、「話すこと・聞くこと」で全国を上回って
いる。

○

全国学力・学習状況調査の分析結果について、学
校全体で教育活動を改善するために活用した。

理科では、「化学的領域」「生物的領域」で全国及
び全道を上回っている。

○
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よく行った 行った ほとんど行っていない

100.0 

40.4 

32.3 

54.0 

61.6 

5.6 

6.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

天塩町

全道

全国
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授業では、課題の解決に向けて、自分で

考え、自分から取り組んでいた

当てはまる・どちらかといえば、当てはまる
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